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成蹊大：大学全体では大幅増加、一般は増加、共テは大幅増加    一般：+1,159 人 共テ：+1,887 人 

 
主な入試変更点 選抜方法：経済…<共テ併用・Ｍ方式(５科目型多面評価)>廃止 

COMMENT   ※(  )内の数値は志願者数の前年度対比指数 

大学全体では、3,046 人(117)の大幅増加。学部別では、法(132)、文(123)、経営(123)はいずれも大幅増加、理工(114)は増加。

一方で、減少は経済(90)のみ。方式別では、一般方式は 1,159 人(110)の増加で志願者数は再び 12,000 人を上回った。一方で、共通

テスト利用方式は、1,887 人(127)の大幅増加で、増加は２年連続、志願者数は４年ぶりに 8,000 人を上回った。 

<一般方式> 

○文(130)は、大幅増加。学科別では、４学科全て大幅増加。(国際文化)(162)は前年度大幅減少の反動で大幅増加、(日本

文)(127)は前年度減少の反動で大幅増加、(英語英米文)(118)は大幅増加で志願者数は４年ぶりに 600 人を上回った。(現代社

会)(116)は３年連続減少の反動で大幅増加。 

○法(111)は、前年度大幅減少の反動で増加。学科別では、２学科がともに増加。特に、(政治)(116)は大幅増加で、2020 年度以降前

年度の反動による増減が継続。 

○経済(90)は、減少。学科別では、(経済数理)(89)、(現代経済)(91)といずれも減少。 

○経営(121)は、大幅増加で、志願者数は 2020 年度の学部・学科改組後初めて 3,000 人を上回った。方式別では、２教科型入試の

<Ｅ方式>(131)は前年度減少の反動で大幅増加、３教科型入試の<Ａ方式>(121)は大幅増加で、増加は２年連続。一方で、教科

試験２教科に英語外部検定試験と活動報告書を評価する<Ｇ方式>(61)は、２年連続増加の反動で大幅減少。 

○理工(98)は、微減だが減少は２年連続。学科・専攻別では、(理工／機械システム)(82)、(理工／電気電子)(85)はいずれも前年度大

幅増加の反動で大幅減少。一方で、(理工／コンピュータ科学)(123)は前年度大幅減少の反動で大幅増加。 

<共通テスト利用方式> 

○文(112)は、２年連続増加。学科別では、４学科中２学科ずつの増減。(国際文化)(218)は２年連続減少の反動で倍増以上、(日本

文)(121)は大幅増加で、増加は３年連続。一方で、(現代社会)(69)は前年度大幅増加の反動で大幅減少、前年度の反動による増減

が継続。(英語英米文)(88)は前年度大幅増加の反動で減少。 

○法(171)は、２年連続減少の反動で激増。志願者数は５年ぶりに 2,000 人を上回った。学科別では、(法律)(197)は２年連続減少の

反動でほぼ倍増、(政治)(136)は２年連続大幅増加。 

○経済(91)は、前年度大幅増加の反動で減少。学科別では、２学科とも減少で、(経済数理)(90)は前年度大幅増加の反動で減少、(現

代経済)(91)は２年連続増加の反動で減少。 

○経営(126)は、2020 年度の学部・学科改組後 3年連続減少の反動で大幅増加。 

○理工(136)は、大幅増加。学科・専攻別では、全ての専攻で大幅増加。(理工／コンピュータ科学)(154)、(理工／データ数理)(142)は

いずれも前年度大幅減少の反動で大幅増加、(理工／機械システム)(139)、(理工／電気電子)(125)はいずれも２年連続大幅増加。 
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一般方式 共テ利用方式
※前年度の志願者数を100とする指数

※学部名の下の数値は学部全体の指数


